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プラント配管の外面腐食検査に，Cf-252中性子線源と He-3中性子検出器を用いた中性子水分計が適用

されている。今回、LiF/CaF2中性子検出器を適用した中性子水分計の試作，基礎性能評価試験を実施

したので，その結果を報告する。 
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1. 緒言 

中性子水分計は，中性子源から放出される高速中性子が，水分中の水素との多重弾性散乱によりエネルギ

を失い熱中性子化することを利用し，高速中性子の照射方向と逆の方向に散乱されてきた熱中性子を測定す

ることで水分を検出する方式の水分計である。従来中性子水分計用に使用されている He-3中性子検出器は

100%輸入に頼っており、安定供給の観点からも代替の検出器が望まれている。 

 

2. 試験概要 

図１に試作中性子水分計の試験体系を示す。試作中性

子水分計は，従来の中性子水分計と基本的構造を同じも

のとし，He-3中性子検出器に変えて，Liを高濃度化し

た LiF/CaF2シンチレータとμPMTを組合せることで小

型化を図ったLiF/CaF2中性子検出器を適用した。Cf-252

中性子線源から発生する中性子を中性子減速材で減速

させた後，測定対象物（水分）に照射し，照射方向に対

して後方に散乱する中性子を測定した。検出器が水分を

見込む側に中性子遮蔽体を設け，水分量に対する遮蔽体

無しと有りの時の計数率の差分値を評価した。 

 

3. 試験結果・考察 

水分量に対する計数率の差分値の測定結果を図 2に

示す。計数率の差分値と水分量が比例しており

LiF/CaF2中性子検出器を適用することで，水分検知が

可能なことを確認した。また，その傾きから，従来の 

He-3中性子検出器を用いた中性子水分計と同程度の 

水分検知性能を有することが確認できた。 
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図2 測定結果
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図1 試験体系
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